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 The influence of ammonium acetate on the enterotoxin production and sporulation of 
Clostridium perfringens (NCTC 8238 and 8798) has been studied. 
 1) The enterotoxin production and sporulation in the sporulation medium (with 0.4 % 
soluble starch) were promoted by the addition of ammonium acetate. The optimum 
concentration of added ammonium acetate was 0.3  % in NCTC 8238 and 0.1  % in NCTC 
8798. 
 2) The effect of ammonium acetate on the enterotoxin production in NCTC 8238 was 
enhanced by the addition of 0.01 - 0.05 % glucose into the sporulation medium. The effect 




中毒 は一般 にA型 の耐熱性菌株による場合が多い(1).
本菌 が多量 に摂食 され,腸 管内で増殖 して胞子を形成
す る際に胞子嚢中にエンテロ トキ シンを産生 し,食 中
毒を引き起 こす(2)と 云 われ る.本 菌の胞子形成お
よびエンテロ トキシン産生培地 としては一般 にDS培
地(3)が 使用 されてい る.し か し食中毒由来菌株 の
全部に対 してDS培 地が適用 できるとは限 らず,そ の
ため新たな培地 の検討(4,5)も な されている.
著者の一人 は先に,酢 酸 アンモニ ウムの添加が本菌
の胞子形成率 を高 める傾向を認 めた(6).今 回は,
酢酸ア ンモニウムの添加 が本菌のエ ンテロ トキシン産
生 におよぼす影響,な らびにグル コースあるいはグ リ
セ リンの添加が酢酸アンモニウムのエ ンテロ トキシン
産生効果におよぼす影響につ いて検討 した.
実 験 方 法
1供 試 株
ウ ェル シュ菌NCTC8238お よび8798の2菌 株 を
使用 した.菌 株8238は 胞子形成 のStage(7)Vま で
進 む状態 にあ った.菌 株8798は 保存培養 によ って胞子
形成過程 の進行が相違 したので,主 として胞子形成の
StageⅢ に止 まるもの と,StageⅤ まで進行す るも
の との2保 存培養を使用 した.供 試菌は クック ドミー
ト培地 で37℃3日 間培養後,-20℃ に凍結保存 した.
2胞 子形成培養
凍結保存培養の0.1mlを ク ック ドミー ト培地10mlに
接種 し,こ れ に75℃,20分 間の加 熱処 理をを加えた
後,37℃ で15時 間培養 した.こ の培養 の1.0mlを 胞子
形成 培地100mlに 接 種 し,37℃ で9時 間培養 した.胞
子形成基礎培地に酢 酸ア ンモニウム,グ ル コー スある
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エネルギー源が十分 でな く胞子嚢におけるET産 生が
少量 の場合,胞 子の成熟が低い段階に止 まれ ば胞子嚢
中にETが 蓄積 ・残存 し,胞 子が高 い段階 まで成熟す
ると胞子嚢 中のETは 消費 され検 出されな くな ると推
測 される.な お,Duncanら はETは 胞子殻(Spore
coat)タ ンパ ク質 の構成成分であ り(14),両 者 の間
には密接な関係があ ること(15),ETを 含む胞子 タ
ンパ ク質の合成 は胞子形成の比較的初 期に起 こること
(16)を 明 らかに し,ま た,胞 子形成のStage皿 一
StageVで しゃ断 され た変異菌株がETを 産生す る
こと(17)を 確 かめてい る.
要 約
ウェルシ ュ菌(NCTC8238,8798)の エンテロ ト
キ シン(ET)産 生および胞子形成 におよぼす酢酸ア
ンモニウム(AAC)添 加 の影響を検討 した.
1)胞 子形成培地(可 溶性デ ンプン0.4%含 有)に
AACを 添加 した場合,NCTC8238で は0.3%,
NCTC8798で は0.1%の 添加 によって,ET産 生 お
よび胞子形成が上昇 した.
2)NCTC8238の 場合 には,胞 子形成培地 にグル
コース(0.01-0.05%)を 添加す ることによ り,ま た
NCTC8798の 場合 にはグ リセ リン(0.6-1.8%)を
添加す ることによ りAACのET産 生効果が著 し く上
昇 した.
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